
第７９回卒業証書授与式において、１１名の卒業生が旅立ちました。

卒業式を前に、生徒会役員が思いを書いた生徒会新聞の内容を紹介します。

在校生が心をこめて作り上げた式場において、厳粛な式典を挙行することができました。ご参列くださ

り温かく見守っていただいた皆様、本当にありがとうございました。

堂々と胸を張り卒業証書を受け取る卒業生の姿には、たのもしさが感じられました。

卒業生、在校生ともに、この一年を締めくくるようなすばらしい歌声でした。

卒業式での卒業生代表答辞では、11名の仲間一人ひとりへの思いが語られ、

「みんなのいいところは、言い尽くせません。素敵なみんなと、三年間一緒に過ごす

ことができて、本当に幸せでした。本当にありがとう。」と締めくくられました。
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もうすぐ卒業式です。三年生の皆さんとお別れするのは、これで2回目です。１回目は、小学校のと

きでした。毎日見ている６年生が、何だかとてもたくましく見えたのをおぼえています。

僕が小学校の卒業式で一番感動したところは退場です。卒業証書をもらっているところでもなく、

歌を歌っているところでもなく、退場しているシーンが一番感動しました。なぜなら、一人ひとりが

胸を張って堂々と歩いていてとてもかっこよく見えたからです。その堂々さから、今までやりきった

自信や、これから中学校に向かっていく覚悟が見えました。目を見ていると、少しさみしそうでした

が、まっすぐ前を見ていて、その先の未来を見ているような目でとても輝いていました。その目を見

ると、「本当に行ってしまうんだなあ」と、とても悲しくなりましたが、全力で応援しようと思いまし

た。だから、全力で拍手しました。みんなも全力で拍手をしていました。会場中が拍手に包まれなが

ら６年生たちの、強く前に行く大きな足音が聞こえてきました。僕は、今でも、あの姿を忘れていま

せん。

そして、今年も立派になった３年生の卒業式を絶対

成功させます。そのために、歌や式の練習を全力でが

んばって、３年生が安心して高校に行けるようにしま

す。高校に行っても、全力で楽しんできてください。

在校生の皆さん。学年を越えたつながりが大きい加茂谷中学校を、誇りに思います。中学校の三年

間は本当にあっという間です。仲間を大切に、日々の生活を大切に、毎日を過ごしてください。不安

なことや困難なことがあっても、仲間や先生を信じればきっと乗り越えられます。私たちは、いつま

でも皆さんのことを応援しています。

地域の皆様。鯉祭りや全町運動会などでは、地域の一員として私たちのことを常に考えてください

ました。また、寒い日も天気の悪い日も、通学路に立ち、私たちの安全を守ってくださり、優しく挨

拶をしてくださったことに感謝の気持ちでいっぱいです。皆様と関わるたびに、加茂谷だからこその

強い絆を感じ、加茂谷を誇りに思います。私たちが元気で毎日学校に通えたのは、いつも見守ってく

ださった地域の皆様のおかげです。本当にありがとうございます。 （卒業生代表答辞より）



加茂谷中学校には、寄付してくださる新しい本（古い本にも、読んでほしい本がたくさんあります）がたくさんあり

ます。廊下を歩いていると『なぜ戦争は終わらないのか ぼくがアフガニスタンで見たこと』（1995年発行）という本

が目にとまったので読んでいます。みなさんも気になる本を見つけて読んでみませんか。

アフガニスタンにランドセルを送ろう

加茂谷中学校では、NGOジョイセフを通じて、アフガ

ニスタンにランドセルを送る活動を10年以上続けてい

ます。日本から届くランドセルは、子どもたちが学校に

行くきっかけとなっています。ランドセルを送ることで笑

顔がいっぱいになったらなあと思います。

使わないランドセルを持っている方がいましたら、ご

協力くださいますよう話を広げていただけたら幸いで

す。よろしくお願いします。

（学校ホームページにも掲載）
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